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ズバリ！町政を問う 一 般 質 問

問 

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
回
線
に
衛

星
通
信
の
活
用
は
。

答 

自
治
安
心
課　

本
町
で
は

衛
星
通
信
で
は
な
く
、
災
害
時
優

先
電
話
や
移
動
系
防
災
無
線
等
で

通
信
の
確
保
を
す
る
。

問 

通
信
技
術
資
格
保
持
者
に

よ
る
通
信
復
旧
支
援
チ
ー
ム
と
し

て
の
体
制
整
備
は
。

答 

自
治
安
心
課　

毎
年
職
員

に
、
第
3
級
陸
上
特
殊
無
線
技
士

資
格
取
得
を
実
施
し
て
い
る
。

問 

国
が
構
築
す
る
新
総
合
防

災
情
報
シ
ス
テ
ム
防
災
Ｄ
Ｘ
へ
の

参
加
・
活
用
に
よ
る
効
果
は
。

答 

自
治
安
心
課　

災
害
発
生

時
に
近
隣
地
域
の
被
災
状
況
等
を

早
期
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
支
援
体
制
に
繋
が
る
。

◆
災
害
時
の
ス
フ
ィ
ア
基
準

問 

基
準
に
は
ト
イ
レ
20
人
に

1
基
、
一
人
当
た
り
の
十
分
な
居

住
ス
ペ
ー
ス
確
保
と
あ
る
が
。

答 

自
治
安
心
課　

避
難
所
の

学
校
ト
イ
レ
数
で
確
保
可
能
。
一

人
当
た
り
2
畳
の
ス
ペ
ー
ス
確
保

も
十
分
で
き
る
と
考
え
る
。

問 

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
ト
イ
レ

カ
ー
、
ラ
ン
ド
リ
ー
カ
ー
等
の
提

供
は
検
討
し
て
い
る
か
。

答 

自
治
安
心
課　

町
に
は
該

当
車
両
が
な
い
の
で
、
災
害
時
の

受
援
体
制
作
り
が
重
要
だ
。

問 

災
害
時
の
応
援
受
入
れ
に

関
す
る
受
援
計
画
策
定
は
。

答 
自
治
安
心
課　

事
業
継
続

計
画
の
中
で
受
援
計
画
は
策
定
し

て
い
る
が
今
後
充
実
を
図
る
。

◆
リ
チ
ウ
ム
製
品
安
全
廃
棄

問 

令
和
8
年
度
よ
り
メ
ー

カ
ー
や
店
舗
に
回
収
は
義
務
付
け

ら
れ
る
が
、
自
治
体
で
も
分
別
回

収
は
必
須
。
回
収
方
法
を
検
討
し

て
い
る
か
。

答 

環
境
課　

分
別
・
回
収
方

法
の
変
更
予
定
は
な
い
。
ふ
じ
み

野
市
と
連
携
し
取
り
組
む
。

◆
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
支
援

問 

カ
ッ
ト
代
金
へ
の
補
助
は
。

答 

健
康
増
進
課　

若
年
が
ん

患
者
支
援
と
し
て
有
意
義
な
取
組

み
で
あ
り
、
調
査
検
討
す
る
。リチウム電池商品一例リチウム電池商品一例

議員の持ち時間は 60 分以内です。紙面の都合上、ほんの一部の掲載
となります。QR コードから YouTube で動画をご覧いただけます。一 般 質 問

P.3
内藤美佐子議員

災害に強いまちづくりの推進を

P.4
菊地浩二議員

ふれあいセンターは存続か廃止か

P.4
牛丸藍子議員

在住外国人にやさしい情報提供を

P.5
細田三恵議員

平和教育と防衛教育の両方を考える

P.8
久保健二議員

みんなの税金！適正な使い方を！

P.6
吉村美津子議員

添加物とプラスチックの健康影響P.3
桃園典子議員

共生のまちへ

P.6
池上義典議員

安全・安心な対策を

P.7
小松伸介議員

町民が利用しやすい公共交通を

P.5
長野真寿美議員

児童相談所との連携について

P.8
本名　洋議員

今後のライフバスは

P.9
増田磨美議員

町民の悩み解消に向けて

P.9
光下重之議員

耐震診断・改修補助制度の改善を !

P.7
林　善美議員

安心できる子どもの居場所を
災害に強いまちづくりの推進を内藤美佐子

ないとう  み    さ    こ

公明党

共生のまちへ桃 園 典 子
もも  ぞの  のり   こ

公明党

ズバリ！ズバリ！
町政を問う町政を問う

◆
地
域
環
境
を
守
る
た
め

の
保
護
猫
活
動

問 

活
動
団
体
等
の
人
数
は
。

答 

環
境
課　
町
で
は
7
名
、
県

動
物
愛
護
推
進
員
は
2
名
。

問 

団
体
等
と
の
連
携
や
活
動

充
実
の
た
め
懇
談
会
を
し
て
は
。

答 

環
境
課　

活
動
を
円
滑
に

行
え
る
よ
う
実
施
を
検
討
す
る
。

問 

さ
く
ら
ね
こ
無
料
不
妊
手

術
チ
ケ
ッ
ト
の
不
足
分
を
支
援
す

る
補
助
制
度
を
創
設
し
て
は
。

答 

町
長　

活
動
を
行
っ
て
い

る
方
々
の
実
情
を
伺
い
創
設
に
つ

い
て
前
向
き
に
検
討
す
る
。

問 

ロ
ー
ド
キ
ル
時
、
マ
イ
ク

ロ
チ
ッ
プ
を
読
み
取
り
、
飼
い
主

へ
の
連
絡
を
実
施
し
て
は
。

答 

環
境
課　

遺
骸
を
持
ち
込

む
環
境
セ
ン
タ
ー
に
保
存
設
備
が

な
い
た
め
現
時
点
で
は
困
難
。

◆
多
文
化
共
生
社
会
構
築

に
向
け
た
ご
み
排
出
の
課

題
改
善

問 

外
国
籍
の
方
へ
の
ご
み
排

出
の
周
知
と
し
て
、
ご
み
分
別
ア

プ
リ
の
機
能
を
更
新
し
て
は
。

答 

環
境
課　

更
新
を
進
め
分

か
り
や
す
い
よ
う
工
夫
す
る
。

問 

転
入
時
で
の
周
知
な
ど
関

係
各
課
と
の
連
携
が
必
要
で
は
。

答 

環
境
課　

関
係
各
課
と
協

議
し
効
果
的
な
周
知
に
努
め
る
。

問 

外
国
籍
の
方
と
の
意
思
疎

通
や
交
流
の
機
会
が
重
要
で
は
。

答 

社
会
教
育
課　

交
流
を
促

進
し
、
生
活
課
題
解
決
に
繋
が
る

事
業
と
な
る
よ
う
検
討
す
る
。

◆
犬
と
散
歩
で
き
る
公
園

問 

現
在
公
園
で
犬
の
散
歩
は

出
来
な
い
が
社
会
環
境
の
変
化
に

適
応
す
べ
き
で
は
。

答 

都
市
計
画
課　

ル
ー
ル
と

住
民
ニ
ー
ズ
に
乖
離
が
生
じ
て
い

る
。
散
歩
が
可
能
な
公
園
に
つ
い

て
条
件
を
整
理
し
て
い
く
。

問 

公
園
で
犬
の
散
歩
が
で
き

る
よ
う
ル
ー
ル
改
正
も
視
野
に
住

民
ニ
ー
ズ
へ
対
応
し
て
は
。

答 

町
長　

課
題
を
整
理
し
今

後
の
方
向
性
を
出
し
た
い
。
試
行

的
に
エ
リ
ア
の
指
定
や
管
理
も
含

め
前
向
き
に
検
討
す
る
。
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定例会で議員が行政や政策に関する質問をし、提案をする場です。
地域の課題に対処し、住民の声を反映させるための大切な場所です。一般質問とは？ズバリ！町政を問う 一 般 質 問

問 

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
当

初
上
富
に
あ
っ
た
が
、
北
永
井
に

移
転
し
た
経
緯
は
。

答 

福
祉
課　

上
富
の
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
は
平
成
26
年
の
耐
震

診
断
で
要
補
強
と
の
診
断
結
果
が

出
た
。
検
討
の
結
果
、
将
来
建
設

予
定
の
藤
久
保
地
域
拠
点
へ
移
転

す
る
こ
と
を
前
提
に
そ
れ
ま
で
の

あ
い
だ
、
仮
の
施
設
と
し
て
北
永

井
に
あ
る
障
害
者
施
設
の
多
目
的

ホ
ー
ル
に
移
転
し
た
。

問 

そ
れ
で
は
な
ぜ
現
在
建
設

中
の
藤
久
保
地
域
拠
点
施
設
に
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
専
用
ス
ペ
ー

ス
が
な
い
の
か
。

答 

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
　
基

本
計
画
段
階
か
ら
関
係
団
体
と
も

協
議
を
重
ね
、
一
部
機
能
と
し
て

85
㎡
の
交
流
室
を
整
備
す
る
。
専

用
ス
ペ
ー
ス
の
考
え
方
は
サ
ロ
ン

な
ど
で
利
用
す
る
際
の
優
先
利
用

に
配
慮
す
る
こ
と
、
多
目
的
ホ
ー

ル
や
3
階
大
会
議
室
な
ど
専
用
で

は
な
く
、
他
の
利
用
者
と
共
有
す

る
こ
と
を
適
宜
説
明
行
い
、
理
解

を
得
な
が
ら
整
備
を
す
す
め
て
い

る
。問 

そ
の
協
議
は
い
つ
の
話
か
。

答 

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課　
主

に
令
和
3
年
に
協
議
し
た
。

問 

令
和
2
年
8
月
に
議
会
に

対
し
全
員
協
議
会
で
北
永
井
の
施

設
は
残
し
、
一
部
機
能
を
藤
久
保

地
域
拠
点
に
移
す
と
説
明
が
あ
っ

た
。
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
説
明
し

た
か
。

答 

政
策
推
進
室　

施
設
ご
と

の
考
え
方
の
案
と
し
て
全
員
協
議

会
で
示
し
た
。

問 

北
永
井
の
施
設
を
残
す
と

い
う
方
針
が
変
わ
っ
た
経
緯
は
。

答 

福
祉
課　

方
針
は
大
き
く

変
わ
っ
て
は
い
な
い
。
高
齢
者
の

居
場
所
の
確
保
と
い
う
観
点
で
は

大
き
な
流
れ
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

問 

北
永
井
の
施
設
を
無
く
す

と
決
め
た
の
は
い
つ
か
。

答 
福
祉
課　

北
永
井
の
施
設

を
な
く
す
、
な
く
さ
な
い
と
い
う

と
こ
ろ
に
関
し
て
は
今
現
在
検

討
・
協
議
し
て
い
る
状
況
で
、
ま

だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。

問 

広
島
平
和
記
念
式
典
へ
中

学
生
が
参
加
し
た
が
、
生
徒
の
意

識
の
変
化
、
成
果
や
課
題
は
。

答 

総
務
課　

原
爆
ド
ー
ム
見

学
や
伝
承
講
話
受
講
、
式
典
へ
の

参
列
等
、
12
月
予
定
の
報
告
会
へ

向
け
て
振
返
り
を
行
う
。

問 

本
年
、
防
衛
省
よ
り
「
子

ど
も
版
防
衛
白
書
」
が
全
国
に
配

布
さ
れ
た
が
当
町
で
は
。

答 

学
校
教
育
課　

埼
玉
県
自

体
で
は
配
布
さ
れ
な
い
と
確
認
し

て
い
る
。

問 

現
実
の
安
全
保
障
を
踏
ま

え
、
子
ど
も
た
ち
に
「
平
和
を
守

る
理
由
」
や
「
何
が
脅
威
と
な
る

の
か
」
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

答 

学
校
教
育
課　

子
ど
も
た

ち
が
国
際
社
会
の
平
和
や
安
全
保

障
を
正
し
く
理
解
し
、
平
和
な
未

来
に
主
体
的
に
取
組
め
る
よ
う
、

学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
教
育
を

進
め
て
い
く
。

問 

社
会
科
で
子
ど
も
た
ち
は
、

防
衛
力
や
自
衛
隊
の
役
割
、
周
辺

国
の
軍
事
状
況
を
具
体
的
に
理
解

で
き
て
い
る
か
。

答 

学
校
教
育
課　

憲
法
の
平

和
主
義
を
基
に
、
安
全
・
防
衛
や

国
際
貢
献
な
ど
、
日
本
の
国
際
的

役
割
が
理
解
で
き
る
よ
う
進
め
て

い
る
。

♦
み
よ
し
な
か
よ
し
カ
ー
ド

に
つ
い
て

問 

行
政
連
絡
区
加
入
者
得
点

の
「
み
よ
し
な
か
よ
し
カ
ー
ド
」

事
業
の
経
緯
と
目
的
は
。

答 

自
治
安
心
課　

加
入
率
低

下
が
課
題
で
、
脱
会
の
抑
制
と
魅

力
作
り
の
た
め
、
地
域
を
豊
か
に

す
る
た
め
始
め
た
。

問 

課
題
と
改
善
点
は
。

答 

自
治
安
心
課　

広
く
周
知

を
図
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
様
々

な
場
面
で
広
報
活
動
を
行
う
。

問 

防
災
情
報
機
能
を
踏
ま
え

た
カ
ー
ド
の
連
携
は
。

答 

町
長　

防
災
情
報
機
能
は

大
変
有
意
義
な
事
例
だ
と
思
う
。

継
続
し
な
が
ら
更
に
よ
り
良
い
も

の
に
し
て
い
く
た
め
に
区
長
会
と

連
携
を
図
り
検
討
し
て
い
き
た
い
。

平和教育と防衛教育の両方を考える細 田 三 恵
ほそ    だ    みつ    え

三芳みらい

問 

外
国
語
対
応
が
で
き
る
職

員
が
不
在
の
課
で
の
対
応
は
。

答 

総
務
課　

双
方
向
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
と
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
翻
訳
機
能
を
利
用
。

状
況
に
よ
り
他
課
の
外
国
語
対
応

可
能
な
職
員
が
応
対
す
る
。

問 

ニ
ー
ズ
の
高
い
言
語
が
新

た
に
出
て
き
た
時
の
対
応
は
。

答 

総
務
課　
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
は
1
0
0

か
国
語
以
上
対
応
で
き
る
。

問 

在
住
外
国
人
と
の
適
切
な

共
生
が
出
来
る
環
境
を
作
る
た
め

今
後
の
体
制
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に

つ
い
て
町
の
考
え
は
。

答 

町
長　

国
際
交
流
を
進
め

て
い
る
町
と
し
て
親
切
に
対
応
出

来
る
体
制
は
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
双
方
向
シ
ス
テ
ム
等
を
活
用

し
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
も
研
究

し
て
い
き
た
い
。

問 

新
し
い
多
言
語
版
の
ゴ
ミ

分
別
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
啓

発
活
動
の
検
討
は
。

答 

環
境
課　

企
業
へ
の
説
明

も
含
め
周
知
啓
発
に
努
め
た
い
。

問 

や
さ
し
い
日
本
語
を
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
導
入
し
て
は
。

答 
秘
書
広
報
室　

全
体
を
変

換
す
る
シ
ス
テ
ム
は
先
進
事
例
の

調
査
研
究
が
必
要
と
考
え
る
が
、

ゴ
ミ
の
出
し
方
や
各
種
行
政
手
続

き
に
つ
い
て
は
や
さ
し
い
日
本
語

表
記
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を
作
成

し
掲
載
す
る
事
は
可
能
と
考
え
る
。

問 

こ
れ
ま
で
海
外
派
遣
事
業

に
参
加
し
た
生
徒
が
活
躍
で
き
る

他
の
事
業
は
実
施
さ
れ
た
か
。

答 

学
校
教
育
課　

帰
国
報
告

会
は
2
回
実
施
。
他
の
事
業
は
実

施
し
て
い
な
い
。

問 

海
外
交
流
に
関
連
し
て
議

員
も
公
費
で
渡
航
す
る
機
会
が
設

け
ら
れ
た
が
、
そ
の
予
算
を
次
世

代
の
育
成
等
の
事
業
に
繋
げ
て
頂

き
た
い
が
い
か
が
か
。

答 

町
長　

海
外
交
流
事
業
に

参
加
さ
れ
た
生
徒
を
含
め
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
の
よ
う
な
も
の
を
作
っ

て
人
材
育
成
し
な
が
ら
事
業
展
開

し
て
い
く
こ
と
が
大
事
と
感
じ
た

の
で
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ふれあいセンターは存続か廃止か 菊 地 浩 二
きく    ち    こう    じ

在住外国人にやさしい情報提供を 牛 丸 藍 子
	うし	 まる	 あい	 こ

問 

三
芳
町
か
ら
児
童
相
談
所

へ
の
情
報
提
供
や
連
携
は
ど
の
様

に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

答 

こ
ど
も
支
援
課　

情
報
交

換
は
行
わ
れ
て
い
る
。
命
の
危
険

が
あ
る
よ
う
な
危
機
的
な
介
入
に

つ
い
て
は
状
況
に
応
じ
て
一
緒
に

訪
問
す
る
な
ど
連
携
を
行
っ
て
い

る
。問 

児
童
福
祉
に
お
け
る
児
童

相
談
体
制
の
充
実
を
、
今
後
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答 

町
長　

子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
に
は
安
全
な
暮
ら
し

は
不
可
欠
で
あ
る
。
相
談
体
制
の

充
実
や
児
童
相
談
所
と
の
連
携
は

重
要
か
つ
不
可
欠
と
考
え
て
い
る
。

♦
子
ど
も
に
対
す
る
性
暴

力
防
止
と
日
本
版
Ｄ
Ｂ
Ｓ

問 

子
ど
も
へ
の
性
暴
力
や
性

虐
待
の
実
態
や
、
学
校
・
地
域
・

家
庭
で
の
予
防
策
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

答 

こ
ど
も
支
援
課　

性
的
虐

待
に
関
し
て
は
、
通
告
や
情
報
提

供
が
あ
っ
た
場
合
は
調
査
し
、
児

童
相
談
所
と
連
携
し
な
が
ら
対
応

す
る
。
一
般
住
民
か
ら
情
報
提
供

が
で
き
る
よ
う
に
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

1
8
9
の
案
内
を
行
っ
て
い
る
。

答 

学
校
教
育
課　

各
学
校
で

は
毎
年
教
職
員
・
児
童
生
徒
・
保

護
者
を
対
象
に
体
罰
・
性
暴
力
に

関
わ
る
実
態
調
査
を
実
施
し
実
態

把
握
を
行
っ
て
い
る
。

　
研
修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
性

加
害
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
指
導
を
徹
底
し
て
い

る
。
校
内
巡
視
・
安
全
点
検
に
お

い
て
盗
撮
機
器
等
の
点
検
を
実
施

し
て
い
る
。

♦
防
災
対
策
に
つ
い
て

問 

行
政
連
絡
区
や
自
治
会
自

主
防
災
組
織
と
連
携
し
た
取
り
組

み
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答 

自
治
安
心
課　

多
言
語
取

り
組
み
に
お
い
て
は
、
現
在
行
っ

て
い
な
い
が
、
今
後
自
主
防
災
組

織
や
行
政
連
絡
区
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

児童相談所との連携について
三芳みらい

長野真寿美
	なが	の	 ま	 す	 み
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定例会で議員が行政や政策に関する質問をし、提案をする場です。
地域の課題に対処し、住民の声を反映させるための大切な場所です。一般質問とは？ズバリ！町政を問う 一 般 質 問

問 

プ
レ
ー
パ
ー
ク
の
開
催
状

況
は
。　

答 

こ
ど
も
支
援
課　

子
ど
も

か
ら
の
意
見
を
聴
取
。
町
等
が
実

施
す
る
プ
レ
ー
パ
ー
ク
は
効
果
が

あ
っ
た
。
過
ご
す
場
所
・
時
間
・

人
と
の
関
係
性
全
て
居
場
所
と
な

り
得
る
。
子
ど
も
の
成
長
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
事
業
で
あ
る
こ

と
か
ら
プ
レ
ー
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
、

定
期
や
常
設
型
を
含
む
開
催
方
法

を
検
討
し
て
い
く
。

問 

（
仮
称
）
地
域
活
性
化
発
信

交
流
拠
点
の
分
担
整
備
案
、
上
富

地
域
拠
点
の
検
討
状
況
は
。

答 

総
合
調
整
幹　

相
互
の
ア

ク
セ
ス
性
は
検
討
が
必
要
。
公
有

財
産
の
有
効
活
用
を
検
討
し
て
い

る
。
学
校
再
編
の
方
向
性
が
決
ま

り
、
政
策
研
究
所
か
ら
の
提
言
も

踏
ま
え
基
本
計
画
か
ら
検
討
し
て

い
く
。

問 

長
野
市
「
サ
サ
ラ
ン
ド
」

や
川
崎
市
「
夢
パ
ー
ク
」
を
参
考

に
子
ど
も
の
居
場
所
の
拠
点
と
し

て
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

答 

町
長　

子
ど
も
の
居
場
所

は
誰
で
も
参
加
で
き
自
己
肯
定
感

を
高
め
る
場
で
あ
る
。
保
護
者
に

と
っ
て
も
必
要
。
ま
ず
は
人
材
育

成
、
町
内
に
複
数
の
拠
点
を
整
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
不

登
校
児
童
生
徒
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
機
能
を
盛

り
込
む
か
検
討
し
て
い
く
。

♦
小
中
学
校
に
お
け
る
性

被
害
に
つ
い
て

問 

教
職
員
の
性
加
害
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
小
中
学
校
で
調

査
は
行
わ
れ
た
か
。

答 

学
校
教
育
課　

令
和
6
年

度
3
学
期
に
教
職
員
、
児
童
生
徒
、

保
護
者
対
象
に
体
罰
・
性
暴
力
に

か
か
わ
る
実
態
調
査
を
実
施
。
7

月
に
は
県
か
ら
の
指
導
に
よ
り
、

校
内
緊
急
点
検
を
実
施
。
校
長
が

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
基
づ
き
、
主

に
盗
撮
防
止
に
関
わ
る
点
検
を
実

施
。
性
加
害
の
事
実
は
な
い
。
不

審
物
の
点
検
は
日
々
の
校
内
巡
視

や
毎
月
の
安
全
点
検
で
行
っ
て
い

る
。

問 

地
域
公
共
交
通
計
画
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
既
存
バ
ス
を
利
用
し

な
い
人
が
6
割
だ
が
見
解
は
。

答 

政
策
推
進
室　
68
・
４
％

の
方
が
自
家
用
車
利
用
環
境
に
あ

り
、
自
転
車
等
で
公
共
交
通
が
不

要
な
方
も
多
い
の
が
現
状
だ
。

問 

計
画
に
公
共
交
通
が
利
用

し
や
す
く
な
る
た
め
の
要
素
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
が
対
応
は
。

答 

政
策
推
進
室　

運
行
本
数

の
増
加
の
要
望
が
多
い
事
か
ら
、

路
線
バ
ス
を
補
完
す
る
循
環
ワ
ゴ

ン
実
証
実
験
を
進
め
て
い
る
。

問 

計
画
に
は
バ
ス
停
サ
ポ
ー

タ
ー
制
度
を
導
入
し
、
近
隣
事
業

者
等
に
ベ
ン
チ
を
置
か
せ
て
も
ら

う
等
、
バ
ス
停
の
待
合
環
境
整
備

を
進
め
る
と
あ
る
が
。

答 

政
策
推
進
室　

本
格
運
行

移
行
の
際
、
制
度
構
築
を
検
討
し

て
い
る
。

問 

所
沢
市
・
ふ
じ
み
野
市
等
、

近
隣
市
へ
ア
ク
セ
ス
向
上
策
は
。

答 

政
策
推
進
室　

東
京
都
へ

の
移
動
が
最
多
。
駅
の
ア
ク
セ
ス

充
実
が
優
先
と
考
え
て
い
る
。

問 

既
存
バ
ス
利
用
者
が
少
な

い
中
、
新
公
共
交
通
と
し
て
循
環

ワ
ゴ
ン
を
選
択
し
た
理
由
は
。

答 

政
策
推
進
室　

運
行
本
数

増
加
、
運
行
が
な
い
地
域
や
時
間

解
消
、
バ
ス
車
両
が
入
れ
な
い
狭

い
道
の
対
応
等
を
し
た
。

問 

第
一
中
継
ポ
ン
プ
場
付
近

へ
停
留
所
設
置
を
検
討
し
て
は
。

答 

政
策
推
進
室　

ポ
ン
プ
場

と
藤
久
保
第
一
区
集
会
所
の
間
に

停
留
所
を
設
置
予
定
だ
。

問 

高
校
生
等
の
循
環
ワ
ゴ
ン

利
用
料
金
減
免
を
検
討
し
て
は
。

答 

町
長　

高
校
生
の
通
学
時

間
に
合
っ
た
運
行
に
出
来
る
か
課

題
。
町
外
に
出
る
学
生
支
援
と
し

て
一
つ
の
切
口
。
実
証
運
行
通
じ

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

◆
国
道
２
５
４
号
・
幹
線

16
号
線
交
差
点
信
号
機
に

つ
い
て

問 

平
成
29
年
に
信
号
機
設
置

協
議
が
行
わ
れ
て
か
ら
状
況
が
変

化
し
て
い
る
。
再
度
検
討
は
。

答 

道
路
交
通
課　

交
通
管
理

者
か
ら
設
置
条
件
の
提
示
も
既
に

受
け
て

い
る
。

関
係
す

る
地
域

住
民
等

の
同
意

が
必
要

だ
。

添加物とプラスチックの健康影響
輝

𠮷村美津子
よしむら  み    つ    こ

安心できる子どもの居場所を

町民が利用しやすい公共交通を

問 

発
が
ん
性
の
疑
い
の
あ
る

発
色
剤
使
用
の
ハ
ム
・
ウ
イ
ン

ナ
ー
等
は
、
避
け
る
べ
き
で
は
。

答 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

食

品
添
加
物
の
な
い
も
の
を
使
用
し

て
い
る
。

問 

人
口
甘
味
料
の
ア
ス
パ
ル

テ
ー
ム
や
着
色
料
の
中
で
は
、
発

が
ん
性
の
疑
い
の
あ
る
添
加
物
が

あ
る
。
添
加
物
の
な
い
食
品
を
選

ぶ
べ
き
で
は
。

答 

こ
ど
も
支
援
課　
気
を
付
け

て
い
き
た
い
。

問 

学
校
給
食
や
保
育
所
の
昼

食
等
は
、
添
加
物
の
使
用
の
少
な

い
安
全
食
だ
。
残
さ
な
い
よ
う
に

給
食
時
間
を
延
ば
し
て
は
。

答 

教
育
長　

時
間
割
編
成
時

に
は
、
学
校
長
と
相
談
し
た
い
。

◆
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の

健
康
へ
の
影
響

問 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
か
ら

フ
タ
ル
酸
エ
ス
テ
ル
類
や
ビ
ス

フ
ェ
ノ
ー
ル
Ａ
な
ど
が
排
出
さ
れ
、

健
康
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
て
い

る
。
今
、世
界
で
は
、プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
汚
染
を
防
ぐ
た
め
国
際
条
約
策

定
を
目
指
す
政
府
間
交
渉
委
員
会

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
保
育
所
や

学
童
保
育
室
で
使
用
の
お
も
ち
ゃ

や
コ
ッ
プ
、
哺
乳
瓶
な
ど
は
、
木

製
や
陶
器
、
ガ
ラ
ス
に
替
え
て
は
。

答 

こ
ど
も
支
援
課　

国
基
準

や
規
格
を
考
慮
し
購
入
し
た
い
。

◆
上
富
小
学
校
の
存
続　

問 

上
富
小
学
校
の
児
童
は
、
同

校
が
大
好
き
で
学
校
の
存
続
を

願
っ
て
い
る
。
地
域
住
民
も
同
じ

気
持
ち
だ
。
町
は
、
十
分
に
意
見

を
聞
か
ず
廃
校
を
進
め
て
い
る
。

廃
校
と
決
ま
っ
て
は
い
な
い
の
に
、

町
長
は
跡
地
に
「
道
の
駅
」
を
造

り
た
い
と
計
画
を
進
め
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
聞
か
な
い

の
は
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条

例
や
民
主
主
義
に
反
す
る
の
で
は
。

答 

町
長　

学
校
再
編
等
審
議

会
は
、
上
富
小
学
校
を
令
和
10
年

度
に
廃
校
す
る
と
の
「
答
申
」
を

町
へ
提
出
し
て
い
る
。
そ
れ
を
受

け
、
計
画
を
進
め
て
い
る
。

林　 善 美

小 松 伸 介

はやし         よし     み

	 こ	 まつ	 しん	 すけ

三芳みらい

公明党

問 

竹
間
沢
・
大
井
・
勝
瀬
通

り
線
を
国
道
4
6
3
号
か
ら
幹

線
23
号
線
ま
で
の
計
画
が
さ
れ
て

い
る
が
完
成
予
定
は
。

答 

都
市
計
画
課　

未
整
備
区

間
の
国
道
４
６
３
号
か
ら
幹
線
23

号
線
ま
で
地
権
者
の
意
向
調
査
を

行
っ
た
結
果
、
賛
同
を
頂
い
た
。

今
年
度
測
量
を
行
い
Ｒ
9
年
度
内

に
は
用
地
交
渉
取
得
を
考
え
完
成

予
定
は
、
早
期
実
現
に
向
け
て
進

め
る
。

問 

国
道
4
6
3
号
か
ら
み
ず
ほ

台
駅
西
通
り
線
ま
で
延
ば
し
て
は
。

答 

都
市
計
画
課　

幹
線
23
号

線
ま
で
の
目
途
が
立
ち
次
第
考
え

て
い
き
た
い
。

問 

一
時
停
止
の
道
路
標
示
止

ま
れ
が
消
え
て
い
る
交
差
点
で
事

故
も
起
き
て
い
る
。
速
や
か
に
表

示
す
べ
き
と
思
う
が
。

答 

道
路
交
通
課　

道
路
管
理

者
が
注
意
喚
起
の
た
め
設
置
す
る
。

パ
ト
ロ
ー
ル
で
状
況
把
握
に
努
め

て
い
る
が
、
情
報
が
あ
れ
ば
現
地

確
認
し
検
討
す
る
。

問 

こ
ぶ
し
の
里
を
今
後
ど
の
よ

う
に
し
た
い
の
か
。

答 

都
市
計
画
課　

散
策
で
き

る
緑
の
空
間
と
し
て
重
要
な
位
置

づ
け
、
生
物
多
様
性
の
観
点
か
ら

自
然
環
境
の
保
全
に
配
慮
し
、
後

世
に
残
し
た
い
。

特
定
外
来
生
物
対
策
を

問 

農
作
物
被
害
が
年
々
増
加

し
て
い
る
が
被
害
件
数
は
。

答 

環
境
課　

Ｒ
4
年
15
件
Ｒ

5
年
23
件
、
Ｒ
6
年
33
件
。

問 

捕
獲
さ
れ
た
ア
ラ
イ
グ
マ

等
は
、
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て

い
る
か
。

答 

環
境
課　

受
け
入
れ
診
療

機
関
に
於
い
て
安
楽
死
処
分
後
環

境
セ
ン
タ
ー
に
て
処
理
す
る
。

問 

捕
獲
従
事
者
は
町
に
何
人

登
録
さ
れ
て
い
る
か
。

答 
環
境
課　

Ｒ
7
年
8
月
現

在
14
人
の
登
録
。

問 
捕
獲
等
従
事
者
養
成
研
修

を
町
で
開
催
し
て
は
。

答 

環
境
課　

町
単
独
で
は
無

い
が
、
埼
玉
県
が
開
催
す
る
案
内

を
農
家
の
人
達
に
周
知
す
る
。

安全・安心な対策を
三芳みらい

池 上 義 典
いけ  がみ  よし  のり

上富小学校上富小学校多目的広場でのプレーパーク多目的広場でのプレーパーク

10 月運行開始の循環ワゴン「MIYO バス」10 月運行開始の循環ワゴン「MIYO バス」
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定例会で議員が行政や政策に関する質問をし、提案をする場です。
地域の課題に対処し、住民の声を反映させるための大切な場所です。一般質問とは？

問 

ラ
イ
フ
バ
ス
7
番
線
休
止

の
代
替
策
の
進
展
は
。

答 

政
策
推
進
室　

町
内
循
環

ワ
ゴ
ン
に
よ
り
鶴
瀬
駅
へ
の
ア
ク

セ
ス
向
上
を
図
る
。
1
番
線
利
用

が
定
着
し
て
き
た
の
で
7
番
線
再

開
の
予
定
は
無
い
。

問 

町
の
地
域
公
共
交
通
計
画

で
は「
ラ
イ
フ
バ
ス
の
維
持
再
編
」

と
あ
る
が
、
方
向
性
は
。

答 

政
策
推
進
室　

現
在
バ
ス

路
線
再
編
の
必
要
性
は
無
い
。

◆
外
国
人
と
の
共
生
社
会

問 

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
で

の
外
国
人
差
別
を
助
長
す
る
主
張

を
ど
う
考
え
る
か
。

答 

町
長　

選
挙
結
果
は
尊
重

す
る
が
、
事
実
に
基
づ
か
な
い
差

別
的
発
言
と
思
わ
れ
る
も
の
が

あ
っ
た
。
民
主
主
義
国
家
と
し
て

は
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
。
国
際
交

流
を
進
め
、
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
尽
力
し
て
い
く
。

問 

地
域
に
お
い
て
国
際
交
流

を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

答 

町
長　

誰
ひ
と
り
取
り
残

さ
な
い
町
を
外
国
人
を
含
め
て
つ

く
っ
て
い
き
た
い
。

◆
世
界
農
業
遺
産
の
町
と
し

て
の
農
業
政
策

問 

持
続
可
能
な
農
法
を
進
め

る
必
要
性
は
。

答 

観
光
産
業
課　

落
ち
葉
堆

肥
農
法
を
地
域
農
業
者
と
共
に
進

め
て
い
き
た
い
。

問 

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ

宣
言
を
し
て
は
ど
う
か
。

答 

観
光
産
業
課　

今
後
農
業

者
よ
り
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
戦
略
」
の
活
用
相
談
が
あ
れ
ば

検
討
し
た
い
。

問 

「
農
あ
る
く
ら
し
」
で
移
住

者
を
呼
び
込
む
考
え
は
。

答 

観
光
産
業
課　

地
域
農
業

者
の
協
力
が
必
要
で
あ
り
、
現
在

は
近
隣
農
業
者
へ
の
農
地
集
積
を

第
一
に
考
え
て
い
る
。

問 

世
界
農
業
遺
産
の
町
と
し

て
地
域
の
核
と
な
る
上
富
小
学
校

を
「
小
規
模
特
認
校
」
と
し
て
残

し
て
は
。

答 

学
校
教
育
課　

考
え
て
い

な
い
。

今後のライフバスは
日本共産党

本 名　 洋
ほん     な             ひろし

みんなの税金！適正な使い方を！
輝

久 保 健 二
  く       ぼ    けん    じ

問 

後
期
高
齢
者
へ
夏
・
冬
に
、

買
い
物
や
病
院
へ
行
く
た
め
の
タ

ク
シ
ー
券
補
助
を
考
え
て
は
。

答 

福
祉
課　
高
齢
者
・
妊
婦
に

と
っ
て
掛
け
替
え
の
無
い
交
通
手

段
と
い
う
こ
と
は
理
解
し
て
い
る

が
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
や
公
共
交

通
補
助
制
度
を
利
用
し
て
ほ
し
い
。

問 

就
学
援
助
対
象
の
新
中
学
1

年
生
へ
の
制
服
費
補
助
事
業
が
求

め
ら
れ
て
い
る
が
ど
う
か
。

答 

町
長　
状
況
を
考
え
る
と
就

学
援
助
対
象
の
新
中
学
1
年
生
に

つ
い
て
は
援
助
を
し
て
も
良
い
と

考
え
て
い
る
。

◆
第
9
期
三
芳
町
介
護
保
険

事
業
の
状
況
把
握
に
つ
い
て

地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
は
、

認
知
症
高
齢
者
や
中
重
度
の
要
介

護
高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
生
活
を
続
け
て
い
く
た
め
に
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
だ
。

問 

地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス

施
設
か
ら
報
告
の
あ
っ
た
令
和
4

年
、
5
年
の
事
故
件
数
は
。

答 

健
康
増
進
課　
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
事
故
件
数
は
令
和
5
年

4
件
、
令
和
6
年
11
件
。

問 

事
業
者
か
ら
の
報
告
に
対
し

て
の
町
の
対
応
は
。

答 

健
康
増
進
課　
発
生
状
況
、

再
発
防
止
策
な
ど
。
詳
細
な
事
案

は
聞
き
取
り
確
認
し
て
い
る
。

問 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
夜
の
職

員
数
が
少
な
い
。
共
創
の
町
づ
く

り
を
推
進
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
災

害
時
に
は
地
域
の
方
と
協
力
し
あ

え
る
関
係
を
築
い
て
お
く
事
が
重

要
な
の
で
は
。

答 

健
康
増
進
課　
地
域
住
民
と

の
関
り
は
少
な
い
。
地
域
の
協
力

は
不
可
欠
な
の
で
連
携
は
大
事
と

伝
え
て
い
く
。

◆
藤
久
保
地
域
拠
点
施
設
整

備
等
事
業
中
の
学
童
保
育
室

問 

児
童
が
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
な

い
工
夫
は
。

答 

こ
ど
も
支
援
課　
夏
休
み
中

は
長
い
時
間
を
過
ご
す
の
で
児
童

館
へ
移
動
し
た
り
学
校
の
部
屋
を

使
っ
て
映
画
上
映
を
す
る
な
ど
工

夫
を
し
て
い
る
。

耐震診断・改修補助制度の改善を！

町民の悩み解消に向けて

光 下 重 之
	みつ	 した	しげ	 ゆき

日本共産党

増 田 磨 美
ます    だ    ます    み

日本共産党

問 

耐
震
診
断
・
改
修
補
助
制

度
を
近
隣
比
較
す
る
と
、
例
え
ば

マ
ン
シ
ョ
ン
耐
震
改
修
で
は
三
芳

町
限
度
額
５
０
０
万
円
に
対
し
、

他
市
で
は
２
０
０
０
万
円
と
か
2

５
０
０
万
円
な
ど
大
き
な
開
き
が

出
て
い
る
。
こ
の
間
の
資
材
高
騰

等
を
考
え
て
改
善
が
必
要
で
は
。

答 

町
長　

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー

な
ど
新
補
助
制
度
を
つ
く
っ
た
が
、

資
材
高
騰
等
考
え
、
望
ま
れ
る
支

援
に
な
る
よ
う
近
隣
市
等
も
見
て
、

考
え
て
い
き
た
い
。

問 

都
市
計
画
課
に
は
建
築
士

が
2
人
い
る
。
建
築
基
準
適
合
判

定
資
格
者
の
資
格
を
取
っ
て
小
規

模
住
宅
等
の
建
築
確
認
業
務
等
を

行
う
限
定
特
定
行
政
庁
へ
の
昇
格

を
考
え
て
ほ
し
い
が
。

答 

都
市
計
画
課　

令
和
6
年

度
、
建
築
確
認
は
97
％
が
民
間
検

査
機
関
で
あ
り
、
体
制
を
つ
く
る

メ
リ
ッ
ト
は
考
え
に
く
く
な
っ
て

い
る
。

◆
（
仮
称
）
地
域
活
性
化
発

信
交
流
拠
点=

道
の
駅

問 

ふ
じ
み
野
1
直
売
所
、
富

士
見
3
直
売
所
、
狭
山
大
型
直
売

所
他
1
店
、
川
越
大
型
直
売
所
他

2
店
、
そ
れ
に
所
沢
大
型
直
売
所

他
2
店
な
ど
同
種
の
施
設
、
ス
ー

パ
ー
な
ど
農
産
物
販
売
は
飽
和
状

態
と
の
声
が
あ
る
。
経
営
の
持
続

可
能
性
に
疑
問
が
あ
る
が
。

答 
総
合
調
整
幹　

世
界
農
業

遺
産
を
活
か
し
た
農
と
健
康

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
こ
こ
で
し
か
買

え
な
い
加
工
品
な
ど
を
開
発
し
他

施
設
と
差
別
化
を
図
り
た
い
。

問 

需
要
予
測
に
も
疑
問
が
あ

る
。
飲
食
、
物
販
施
設
の
年
間
売

上
高
を
算
出
す
る
の
に
大
都
市
さ

い
た
ま
市
の
家
計
消
費
金
額
の
採

用
は
「
上
振
れ
」
す
る
。
ま
た
、

入
込
客
数
も
、
交
通
量
、
近
隣
商

圏
潜
在
需
要
、
先
進
事
例
調
査
か

ら
の
予
測
な
ど
検
討
項
目
は
多
々

あ
る
と
思
う
が
。

答 

町
長　

先
進
事
例
か
ら
の

予
測
は
今
回
入
っ
て
い
な
い
。
ま

だ
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。

問 

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
と
い
う
こ
と

で
リ
ス
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り

自
治
体
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る
が
壁
材
の
強
度
を

落
と
し
た
り
屋
根
の
面
積
を
減
ら

し
た
り
と
自
治
体
の
負
担
と
思
え

る
部
分
は
認
識
で
き
る
が
Ｓ
Ｐ
Ｃ

の
負
担
に
な
る
部
分
は
ど
の
よ
う

な
と
こ
ろ
か
。

答 

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課　
当

初
積
算
の
追
加
分
か
ら
の
減
額
分
、

人
件
費
や
経
費
が
Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
負
担

と
考
え
ら
れ
る
。

問 

町
内
業
者
の
参
加
状
況
は
。

答 

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課　
1

期
工
事
で
は
19
社
が
参
加
。

問 

Ｓ
Ｐ
Ｃ
※
と
の
契
約
の
住
所

が
間
違
っ
て
い
た
と
い
う
過
去
の

経
緯
が
あ
り
、
こ
こ
に
き
て
事
務

所
所
在
地
が
事
務
所
が
建
て
ら
れ

な
い
地
目
と
い
う
こ
と
で
町
内
業

者
よ
り
指
摘
す
る
相
談
が
あ
っ
た

が
問
題
な
い
の
か
。

答 

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課　
登

記
上
は
問
題
な
い
。

問 

町
の
事
業
と
い
う
こ
と
で
、

賃
借
料
が
発
生
し
て
い
る
と
思
う

が
幾
ら
で
契
約
し
て
い
る
か
。

答 

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課　
土

地
所
有
者
が
Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
構
成
企
業

で
あ
る
町
内
企
業
の
株
49
％
保
有

し
て
い
る
株
主
の
た
め
賃
借
料
は

発
生
し
て
い
な
い
。

問 

上
富
小
学
校
の
廃
校
が
決

定
し
て
い
な
い
状
況
下
に
あ
り
な

が
ら
、
町
づ
く
り
懇
話
会
等
で
廃

校
に
な
っ
た
際
の
活
用
方
法
等
、

説
明
を
し
た
の
は
児
童
生
徒
、
保

護
者
、
地
域
住
民
に
対
し
配
慮
が

足
り
な
い
の
で
は
。

答 

学
校
教
育
課　

少
子
化
や

施
設
の
老
朽
化
、
教
育
の
充
実
の

た
め
に
学
校
再
編
を
進
め
た
。

問 

廃
校
に
す
る
理
由
が
道
の

駅
や
地
域
発
信
拠
点
と
し
て
学
校

跡
地
を
利
用
し
た
い
た
め
の
決
定

と
も
と
れ
る
。廃
校
の
理
由
が「
子

供
た
ち
の
こ
と
を
第
一
」
に
考
え

た
理
由
で
な
い
よ
う
に
と
れ
る
こ

と
か
ら
今
回
の
廃
校
は
見
送
る
べ

き
で
は
。

答 

学
校
教
育
課　

小
規
模
校

解
消
に
む
け
て
見
い
だ
せ
る
可
能

性
に
つ
い
て
学
校
再
編
を
進
め
て

い
く
こ
と
に
決
定
し
た
。

走り始めた町内循環ワゴン走り始めた町内循環ワゴン
「MIYO バス」「MIYO バス」

建設中の藤久保地域拠点施設建設中の藤久保地域拠点施設

PA に隣接する建設予定地付近PA に隣接する建設予定地付近

※ＳＰＣ：特別目的会社　特定の事業のみを目的として設立される法人
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令和7年
第5回定例会
（8月28日～9月24日）

　
令
和
7
年
第
５
回
三
芳
町
議
会
定
例
会
は
、
８

月
28
日
か
ら
９
月
24
日
ま
で
の
28
日
間
の
会
期
に

わ
た
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
報
告
５
件
、
議
案
13
件
、

認
定
６
件
、
同
意
１
件
、
意
見
書
２
件
が
上
程
さ

れ
審
議
し
ま
し
た
。

　
議
案
、
認
定
、
同
意
に
つ
い
て
は
全
て
原
案
通

り
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
意
見
書
は
１
件
は

採
択
、
も
う
一
件
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

認定しました。
令和 6 年度 一般会計決算

町税では、収
納率の高い水準

を維持、子どもの権利に関する
条例の制定、小中学校体育館へ
空調設備設置工事等、多くの事
業が展開され高く評価できる。
一方でふるさと納税による税収
減と住民税流失への対応、事業
の精査と適切な執行、持続可能
な財政運営を求めて賛成討論と
する。

三芳みらい賛
成複数の課にお

ける金銭取り扱
い事務の事故については過重な
負担がミスに繋がった可能性も
あったと考えられ、環境的要因
の振り返りが必要であったと考
える。職員が健全に業務を遂行
できる環境調整と、適切な人員
配置を求めるものとして賛成討
論とする。

牛丸議員賛
成 本決算ではさ

くら猫チケット
配布、防犯カメラ設置、AYA
世代支援、臨床心理士の教育相
談、ふれあい収集、音声を字幕
表示するディスプレイ等、公明
党議員団が要望してきた事業が
行われた事を評価する。今後も
防災対策の強化や道路整備、子
育て施策の充実等を要望し、賛
成する。

公明党賛
成またもや国際

交流や「道の駅」
を造りたいとの支出がある。そ
れはやめて生活支援策を優先さ
せるべきだ。補聴器購入費補助、
低所得者への熱中症対策のエア
コン設置や電気料金の補助、学
校給食費無料化、修学旅行や林
間学校の無償化など暮らしに使
うべきだ。上富小学校は存続す
べき。

輝（吉村議員）
防災対応の学

校体育館空調設
備工事の前進、子ども医療費助
成の 18 歳までの拡大は評価で
きるが、⑴ずさんな第 6 次総
合計画の策定、⑵過大な国際交
流事業、⑶人口の自然増をめざ
す抜本的政策の欠如、⑷学校の
統廃合、⑸経営面での持続可能
性の問題のある道の駅計画など
問題点が多い。

日本共産党

◦主な歳入の用語説明
①町税
　�町に住んでいる人やお店や会

社が町に納める税金。町民税
など
②繰越金
　�去年使わなかったお金を今年

に持ち越して使うお金
③諸収入
　�他の収入に含まれない小中学

校給食費、資源物売却代金な
どのお金
④分担金及び負担金
　�町の施設の利用料金や保育料

など個別的サービスを負担す
るお金
⑤国庫・県支出金
　�特定の町の仕事に充てるため

国や県からもらえるお金
⑥地方消費税交付金・地方譲与税
　�みなさんが国に納めた消費税

など税金の一部が戻されてく
るお金
⑦地方交付税（交付金）
　�町にお金が足りないときに国

からもらえるお金

◦主な歳出の用語説明
①民生費
　�子ども・お年寄り、障がい者

などみんなの福祉のために使
うお金
②総務費
　�庁舎などの管理、町税の賦課

徴収、戸籍など町役場全般を
動かすお金
③教育費
　��学校や図書館・公民館などの運

営や施設の整備のためのお金
④公債費
　�長期に借りた借金を毎年返す

お金
⑤諸支出金
　�他の支出項目にないお金の積

立や用地買収費などのお金

歳入
173億3534万円

自主
財源
63.40%

依存
財源
36.6%

町税
82億2776万円
　　

寄付金その他
1億2112万円

国庫支出金
22億5228万円

町債　
14億1920万円

地方特例交付金　2億2175万円
県支出金　8億8648万円

地方消費税交付金
11億4111万円

法人事業税交付金　1億5087万円

繰越金　11億2034万円分担金及び負担金
8338万円

地方交付税・その他　2億7448万円

繰入金　9億2439万円

諸収入　5億1213万円

歳出
162億108万円

民生費　
51億2462万円　

教育費　
18億8312万円　

土木費　
12億7978万円　

総務費　
36億8181万円　

消防費　
6億7991万円

衛生費　
8億8395万円

諸支出金　
10億2516万円

公債費　
13億5047万円　

その他議会費・農林水産業費・
商工費・労働費　
2億9233万円

依存財源
国や県などからも
らえるお金や町が
借りるお金（町債）
など

自主財源
町税（町民税・固
定資産税など）や
繰入金などの町独
自の収入
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一般会計決算　主な質疑

決 算 特 別
委員会とは

委員間での自由討議の主な意見 

決算特別委員会
　決算特別委員会では９月９日、11 日、12 日、16 日の４日間にわたり決算審査を行いました。また、
質疑終了後、委員間の自由討議を行いました。

　決算特別委員会は、令和 6 年 4 月 1 日から令和 7 年 3 月 31 日までの 1 年間、住民
が納めた税金をどのように使ったのか、会計処理が正しく行われたのか、〈主要な施策〉
は住民の立場で行われたのかなど、政策的な視点を持って大きな観点から全体的な政策
を議論していくことによって、つぎの予算につなげて活かしていく重要な審議の場です。

問  �スケートボードパークが開園され現在は施
設マネジメント課で管理のみとなっている
が今後の事業展開の検討は。

答  �	�関係各課と相談しながら検討していかなけ
ればと考えている。

問  �ふるさと納税制度を少しでも多くの方に利
用してもらえるように返礼品の内容を検討
をするなど課題をしっかり把握していくべ
きでは。

答  �	�町からの流出額など考えながら事業がプラ
スになるように取り組んでいきたい。

問  �がん検診事業としてアピアランスケア助成
事業があるが、ウイッグだけでなく胸部補
正についても実施したのか。

答  �	�令和６年度から胸部補正についても実施し
ている。

問  �次世代自家用車購入補助の予算が20件分計
上されていたが決算では10件となっている
がこのことについてどう受け止めているか。

答  �	�周知の強化が必要であると考え、令和７年
度は強化に取り組んでいく。

問  �三芳町観光PR業務委託料で６回中３回が未
実施となった要因は。

答  �	�ツアーの内容と参加料金のバランスがと
れていなかったことが一番の理由と考え
ている。

問  �こども家庭総合事業でワークショップにつ
いて、予算では各校巡回型となっていたが
一か所で集めて開催となっているがその要
因と効果は。

答  �	�こどもたちが話し合いしながら議論を進め
ていくほうが効果的と考え変更となった。

問  �行政連絡区審議会が未開催となった理由と、
そのことによる影響は。

答  �	�行政区の再編について当該地区と保護者に
アンケートを実施したが半数以上が現状の
ままでいいという結果だったことと、区長
会での結論も出なかったため審議には至ら
なかった。

問  �音声を字幕表示する透明ディスプレイを導
入されたが活用状況は。

答  �	�何回か利用の実績がある。こども支援課と
住民課にも設置されている。

行政連絡区については、行政連絡区再編の要望
がある中でアンケートの実施方法や回答内容に
対する判断、開催の中止に至った経緯が適当で
なかったと感じたため、住民要望を再確認した
うえで開催を再検討すること。

学校給食センター管理事業については、賄材料
費で物価高騰により主食費が高くなった分が副
食費に影響した。給食の質と量の安定的な確保
のために十分予算を措置すること。

下水道会計については、公共下水道管テレビカ
メラ調査により指摘された修繕箇所の対応を早
期に検討し、事故等が起こらないように努める
こと。

国際交流事業については、交流先と事業が多岐
にわたっている。内容を精査し、計画的に予算
措置をすること。

各課の事業においては、既存の事業に加え、新
規事業も多岐にわたっていることから職員の負
担軽減について配慮が必要と考えられる。安心
安全な事業を提供するために適切な職員配置や
事業の開催方法について検討すること。

予備費については、会計規模が大きくなってい
るが予備費の予算増減はない。行政執行の柔軟
性を確保するため、また、緊急時等に迅速に対
応するための予備費の増額を検討すること。

保存樹林の報償金については、引き上げを検討
すること。

林委員 本名委員 長野委員 池上委員 細田委員 光下委員 牛丸副委員長 細谷議長小松委員内藤委員桃園委員増田委員長 久保委員 吉村委員 菊地委員
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令和６年度は国民健康保険税賦課限度額が引き上げ
られ、国民健康保険運営協議会でも令和７年度の保険

税引き上げが協議され決定した。加入者は年金生活者などの無職や非
正規雇用の者、つまり低所得層が多くを占めている。更に強く国、県
へ公費負担増を要望することを求める。

日本共産党

特 別 会 計
特定の事業や目的のために一般会計とは別に設けられた独立した会計

公 営 企 業 会 計
事業収入を主な財源として独立採算の原則により特定の事業を経理する会計

国民健康保険特別会計決算
歳入総額	 33 億 8188万 7430円	 前年度比	 3.8％減

歳出総額	 33 億 2238万 1986円	 前年度比	 4.5％減

実質収支額	 5950 万 5444円	 前年度比	 62.1％増

後期高齢者医療特別会計決算
歳入総額	 7 億 1697万 9483円	 前年度比	 37.7％減

歳出総額	 7 億 1293万 778円	 前年度比	 37.7％減

実質収支額	 404 万 8705円	 前年度比	 21.0％減

 主な質疑 主な質疑
問  ���歳入減少の要因は。
答  �被保険者数の減少による

もので、主に後期高齢者
医療保険への500名の移
行が要因。

65 歳以上の第 1 号
被保険者に対して、

生活が大変な中、大幅な値上げをし
た。決算では歳入歳出差引額は 1 億
3374 万 1479 円となった。給付費
準備基金残高は 4 億円以上もあるの
で値上げの必要はなかった。家族介
護慰労金は対象を介護度 3 に拡大し
て、利用人数を増やすべきだ。

輝（吉村議員）

介護保険特別会計決算
歳入総額	 32 億 2716万 642円	 前年度比	 6.2％増

歳出総額	 30 億 9341万 9163円	 前年度比	 9.3％増

実質収支額	 1 億 3374万 1479円	 前年度比	 36.7％減

 主な質疑 主な質疑
問  ���介護相談数の増加

要因は。
答  �施設訪問数が1か

所増加し、計10か
所となったため。

諸物価高騰のなか
で住民が厳しい生活

を余儀なくされている。そのような
中、第 9 期介護保険料の改定では工
夫は行われたが、第 4、第 5 段階な
ど所得の少ない世帯の負担が増やさ
れ、決算では、積立金をさらに増や
して 4 億 2633 万円としている。
保険料改定はすべきではなかった。

日本共産党

区分 収入 支出 収支

水道事業会計

収益的
収支 7億 7706万 3582円 7億 7695万 1618円 11万 1964円

資本的
収支 2億 4161万円 5億 7508万 6973円 ▲ 3億 3347万 6973円

下水道事業会計

収益的
収支 7億 5153万 889円 6億 8820万 6677円 6332万 4212円

資本的
収支 1億 1452万 9093円 2億 4912万 1676円 ▲ 1億 3459万 2583円

※上下水道会計とも資本的収支の不足額は過年度分損益勘定留保資金等で補填する。
※上下水道会計とも収益的収支は税抜、資本的収支は税込となっている。

 水道事業の主な質疑 水道事業の主な質疑
問  ���町内で一番古い水道管の年数は。
答  �昭和55年に埋設され、布設後45年経過している。
問  ���当期純利益11万1964円だが、この先持続可能な水道供給をどう考えているか。
答  �今後は、現行の水道料金体制では、経営は持たないと考えている。

 下水道事業の主な質疑 下水道事業の主な質疑
問  ���下水道管テレビカメラ調査の結果は。
答  �約1000m下水道管を調査し、腐食の影響が見られた4箇所のうち要補修は1箇所。

　　但し緊急性はない。今後修繕計画を立てる。
問  ���下水道事業収益は右肩下がり、今後の事業経営はどうなるのか。
答  �水需要や排水量の減少で厳しい状況。

　　�審議会により下水道使用料適正化の必要性について検討中、年度内に答申が出る見込み。

収益的収支：	収入は水道料金や接続料金の収入。
	 支出は水をつくる為にかかる費用。
資本的収支：	収入は債券発行など。
	� 支出は水道施設や水道管等の布設、更新費用

など。

過年度分損益勘定留保資金：�減価償却費は、帳簿上費用となるが実際には現金がでていくわけではないため、減価償却分が手
元に残る。その残った資金を損益勘定留保資金という。

収益的収支：	収入は下水道使用料、一般会計繰入金など。
	 支出は下水道管等の維持管理費など。
資本的収支：	収入は水道事業と同じく債券発行など。
	� 支出は企業債元金償還金、下水管などの建設

費、改良、更新費用など。

水道事業会計

用語集

下水道事業会計
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令和７年度 三芳町一般会計補正予算（第３号）令和７年度 三芳町一般会計補正予算（第４号）
歳入歳出予算にそれぞれ 2338 万 3000 円を追加し、歳入歳出予算総額 188 億 686 万 3000 円と
するもの。

歳入歳出予算にそれぞれ 6419 万 3000 円を追加し、歳入歳出予算総額 188 億 7105 万 6000 円
とする。

主な事業 �

竹間沢テニスコート撤去工事変更による追加経費

竹間沢テニスコート撤去工事� 1366 万 9000 円

食材の物価高騰の影響による賄い材料費の不足による経費
国庫補助金の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金でまか
なった。

賄材料費� 971 万 4000 円

 主な質疑 主な質疑
問  ���契約条件で現状に復すると考えていたが今回計上された理由は。
答  �地権者が原状回復の必要がない旨の申し出があったが、耕作したい申し出があり、黒土に原状回

復するため。
問  ���一度契約したが、変更の申し出があった場合、町が全額負担するのか。
答  �協議の中で合意をした形で行い、契約書は交わしていない。全て町負担でやるとは思っていない。

 主な質疑 主な質疑
問  ���賄材料費の充当される期間はいつまでか。
答  �2026 年 3 月末までということで計算している。
問  ���賄材料費が 6％加算されているが、この積算根拠は。
答  �物価高騰からくる食材費の上昇により、実際の支出が予算を 6％上回っている状況にあり今後、賄い材

料費が不足することが見込まれるためすることが見込まれるため。

子どもの権利に関する条例に基づき、子どもにや
さしいまちづくりの推進を図る。

プレーリーダー養成講座委託料

� 38 万 4120 円
全国自治体シンポジウム実行委員会負担金

� 225 万 9000 円

※プレーリーダーとは
　�子どもがいきいきと遊ぶ

ことのできることの環境
を作ること

農地の管理不全の状態を除去するため

農地適正管理作業委託料� 150 万円

埼玉県オリジナル品種の苗育成のための補助金
あまかおべにべに倍増作戦展開事業補助金

� 150 万円

不法投棄について、モデル区域を定め撤去等実施
する。

工事費等� 298 万 4000 円
不法投棄物収集運搬業務委託料
� 98 万 1200 円
不法投棄防止策設置工事
カメラ付き防犯灯設置工事

東京 2025 デフリンピック大会において、町立小 5,
６年生と中学生、応援サポーターが観戦、応援す
るための費用

デフリンピック大会中学生観戦事業業務委託料�

� 19 万 9000 円
有料道路通行料� 2 万 8000 円
バス借り上げ料（14 台）�184 万 8000 円

体育施設整備事業

学校給食センター管理事業

子ども家庭総合支援事業
� 264万4000円

ホストタウン交流事業
� 293万3000円

農業支援事業
� 300万円

環境美化推進事業
� 413万8000円
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◎契約金額
　4510 万円 ⇒

変更後
 6085 万 5000 円

◎工事期間
　開始：令和 7 年  4 月 28 日（月）
	
　終了：令和 7 年 10 月 31 日（金）
	

⇒

変更後

　終了：令和 7 年 12 月 19 日（金）
◎変更理由
　�土地の返還に際し、原状回復のため当初黒土を 5cm で予定してい

たが、30cm 必要となったため。また、道路との境界杭を復元す
るため。

  主な質疑主な質疑
問  �認定に至る経緯は。
答  �	�地域やまちづくり懇話会などでの要望や

多くの利用者がいることなど考慮した。
問  �今後の整備予定は。
答  �	�路面の傷みもあるので、今後検討したい。

益税の不公平を
是正し、取引の透

明性と消費税制度の適正な運用を
確保するために不可欠な制度であ
り、安易に制度廃止を求めるのは
国税制度の根幹を揺るがすものだ。

消費税制度は地方財政にも影響
を及ぼしかねず、地方議会からの
意見書送付は慎重であるべきと判
断し反対する。

公明党

同
意
し
ま
し
た

　
任
期
満
了
に
伴
う
委
員
の
選
出
に
同
意
し
ま

し
た
。

同
意
第
3
号

三
芳
町
教
育
委
員
会
委
員�

小
山　
幸
宏 

氏

追加費用 18 億 2160 万円
契約金額 
　変更前� 96 億 7476 万 6425 円
　変更後�114 億 9636 万 6425 円

変更内容
　物価上昇による増加
� 17 億 6000 万円
　地中障害対応による増加
� 6160 万円

 主な質疑 主な質疑
問  ���１期工事の残土処分は、完了しているか。
答  �今回発生した部分は、完了している。
問  ���残土処分費というのは、２期工事分も含まれて

いる今後予測がつかない埋設物等が出てこない
限り、今回追加された部分でまかなえるのか。

答  �残土の見込みは想定している。２期工事の工程
部分、設計時点で見込んでいるので変更金額の
中にも含まれている。

問  ���カーテンボックス等の仕様変更で、集成材から
樹脂製に変えているが、他にも変更された箇所
があるのか。

答  �今後、内装に関しては木質化をできる限り検討
し進める考えだ。

問  ���契約相手の住所に事務所の建物はないが、郵便
物はどこに届くのか。

答  �構成企業である株式会社矢島工務店に届く。

変更契約変更契約

みずほ台駅

R254
竹間沢 254 番地 1・2

北永井 231 号線
延長：97.2m
幅員：4 〜 5m

9 月下旬の現地工事状況9 月下旬の現地工事状況

地中障害物（擁壁）地中障害物（擁壁） 藤久保拠点パース藤久保拠点パース

藤久保地域拠点施設整備等事業変更契約竹間沢テニスコート撤去工事

道路認定 私道から町道になります

令和 5 年 6 月 20 日付の契約を一部変更契約するもの

令和 7 年 8 月全員協議会資料より抜粋令和 7 年 8 月全員協議会資料より抜粋
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令和７年第５回定例会　審議結果
議
員
名

結
果

三芳みらい 日本共産党 公明党 輝
池
上　
義
典

細
谷　
光
弘

長
野
真
寿
美

林　
　
善
美

細
田　
三
恵

光
下　
重
之

増
田　
磨
美

本
名　
　
洋

内
藤
美
佐
子

小
松　
伸
介

桃
園　
典
子

久
保　
健
二

吉
村
美
津
子

牛
丸　
藍
子

菊
地　
浩
二

認定

令和６年度三芳町一般会計歳入歳出決算認定について 原案認定○議長○○○×××○○○○×○○

令和６年度三芳町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定 ○議長○○○×××○○○○×○○

令和６年度三芳町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定 ○議長○○○×××○○○○×○○

令和６年度三芳町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定 ○議長○○○×××○○○○×○○

令和６年度三芳町下水道事業会計決算認定について 原案認定 ○議長○○○○○○○○○○○○○

令和６年度三芳町水道事業会計決算認定について 原案認定 ○議長○○○○○○○○○○○○○

補正予算

令和７年度三芳町一般会計補正予算（第３号） 原案可決 ○議長○○○○○○○○○○○○○

令和７年度三芳町一般会計補正予算（第４号） 原案可決 ○議長○○○○○○○○○○○○○

令和７年度三芳町介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決 ○議長○○○○○○○○○○○○○

令和７年度三芳町下水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決 ○議長○○○○○○○○○○○○○

令和７年度三芳町水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決 ○議長○○○○○○○○○○○○○

条例の改正、契約の締結、道路線の認定等
三芳町重度心身障害者医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例（県要綱の一部
改正に伴い、精神障害者保健福祉手帳 2 級所持者の規定を追加し、対象を拡大するもの）原案可決 ○議長○○○○○○○○○○○○○
職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

（地方公務員の育児休業等に関する法律の公布に伴い、部分休業制度を拡充するもの） 原案可決 ○議長○○○○○○○○○○○○○
職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例（育児・介護休業
法等の法律の公布に伴い、育児・介護・仕事が両立しやすい職場づくり素目指すもの） 原案可決 ○議長○○○○○○○○○○○○○
技能労務職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例（職員の育児
休業等に関する条例の一部改正に伴い、 職員と同等にするため本条例を改正するもの） 原案可決 ○議長○○○○○○○○○○○○○
三芳町企業職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部を改正する条例（職員の育児
休業等に関する条例の一部改正に伴い、 職員と同等にするため本条例を改正するもの） 原案可決 ○議長○○○○○○○○○○○○○
藤久保地域拠点施設整備等事業変更契約の締結について

（物価等の上昇や地中埋設物の撤去費用発生による契約金額を増額変更するための契約）原案可決 ○議長○○○○○○○○○○○○○
竹間沢テニスコート撤去工事変更請負契約の締結について（テニスコート返還にあた
り農地に原状回復するための工事請負契約で、仕様変更により増額変更する契約） 原案可決 ○議長○○○○○○○○○○○○○

三芳町道路線の認定について（北永井の 1 路線を町道に認定するもの） 原案可決 ○議長○○○○○○○○○○○○○

報告
令和６年度三芳町一般会計継続費精算報告書について 報告のみ
令和６年度三芳町水道事業会計継続費精算報告書について 報告のみ
令和６年度三芳町健全化判断比率の報告について 報告のみ
令和６年度三芳町下水道事業会計資金不足比率の報告について 報告のみ
令和６年度三芳町水道事業会計資金不足比率の報告について 報告のみ
同意

三芳町教育委員会委員の任命同意について 原案同意 ○議長○○○○○○○○○○○○○

意見書

適格請求書等保存方式（インボイス制度）の廃止を求める意見書について 原案可決 ×議長××○○○○×××○○○○

パレスチナを国家として承認することを求める意見書について 否決 ×議長×××○○○×××○○××

要望
地方消費者行政の維持強化のため国の財政支援の動向と国に対する要望意見書の採択
のお願い　( 再 ) 配布のみ

発議

細谷光弘議長不信任決議について 否決 ×除斥×××○○○××
副
議
長
○○○×

○賛成　×反対■ 議員の賛否を公開します ◀︎詳細については議会ウェブサイトをご覧ください。
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取
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よ
り
へ
の
意
見

本会議や委員会を傍聴された方から
ご意見・ご感想をいただきました。

※一部抜粋を含む

傍聴席から
傍聴人数

本会議 YouTube
視聴回数

令和7年　第5回定例会

8月28日　議案審議 8人 119

8月29日　一般質問 2人 172

9月  1日　一般質問 6人 172

9月  2日　一般質問 8人 210

9月  5日　一般質問 4人 131

9月16日　議案説明 40

9月24日　議案審議・閉会 11人 430

合　　計 39人 1274

委員会 YouTube
視聴回数

9月  9日　決算特別委員会 1人 403

9月11日　決算特別委員会 0人 339

9月12日　決算特別委員会 0人 354

9月16日　決算特別委員会 0人 340

9月24日　議会運営委員会 2人

合　　計 3人 1436
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議会だよりアンケート議会だよりアンケート
ご回答ありがとうございます！ご回答ありがとうございます！

Webアンケート（197号）のWebアンケート（197号）の
結果を公開します！結果を公開します！ お聞かせくださいお聞かせください

あなたの声あなたの声
議会だよりについての感想や
ご意見などをお寄せください。

議会だよりは読みやすいですか？

読みやすい

議会だよりの印象は？

役にたつ

令和 7 年 11 月 30 日締切

議会だよりで関心のある項目は？

一般質問、議員の賛否一覧

今後読んでみたいと思われることに 
必要と思うことは？

表紙には写真はいらないと思う

表紙写真表紙写真 募集募集
令和 7 年

1111月月3030日日締切締切
二次元コードから
ご応募ください。

ココへ！

ご応募頂き
ありがとうございます！
ご家族、友人やペットと
の思い出の 1枚をお待ち
しています！

・氏名・住所・連絡先・コメントを添える
（皆さんに写真お掲載許可を頂いて下さい）

採用された写真は応募者（撮影者）の氏名および在住等
を掲載します。応募多数の場合は選考となります

お問い合わせは議会事務局まで
gikai@town.saitama-miyoshi.lg.jp

常任委員会は町行政の内容などを調査し、改善のための提案をします。
また、住民からの請願や陳情を専門的な視点から審査・調査を行い、
町政をより良くしていく役割を果たしています。 委員会活動報告
総務常任委員会

厚生文教常任委員会
視
察

令和7年 9月 19日（金）
廃棄物行政の現状と課題について

訓
練

令和7年 9月 5日（金）
議場からの避難訓練

想定外を想定内に…訓練を終えて

リチウムイオン電池の火
災を防ぐため、作業員の
方々が手作業で分別・処
理しています。
コードがなくても使用で
きる電化製品を捨てる際
は十分ご注意ください。

リチウムイオン電池の処リチウムイオン電池の処
理の説明を受けている理の説明を受けている

ふじみ野市・三芳町環境センター
ふじみ野市と三芳町が共同で整備・運営し
ているごみ処理・環境学習・地域環境施設

町内の集積所から搬
入された容器包装プ
ラスチックは環境セ
ンターで保管され、
富士見市勝瀬にある
循環センターに搬出
されます。
循環センターで手選
別によりできるだけ
異物を取り除き約
300kg 程度にベー
ル化（サイコロみた
いにする）し、秋田
県湯沢市の別施設で
パレットやデッキな
どの材料にリサイク
ルされます。

（株）スガワラ柳合資源循環センター

　一般質問終了後に震度 6弱の大地震を想定し、
議場での避難訓練を実施しました。
　訓練前に議会災害マニュアル、細則等も現在に
合うように見直しを行い訓練に望みました。

・�災害時に備え、慌てないように訓練回数を増や
すべきでは。

・�障がい者の避難誘導を安全に行う方法を考える
べき。

・�避難前・避難後速やかに人数確認ができるよう
に2列で避難すべきでは。
以上の意見がありました。課題解消に向けて取り
組みます。

傍聴者の皆さんに安心・安全を！
　傍聴席に入る前にヘルメットをお渡しし座
席下に置けるようにしました。

今後の活動
＊ �10 月より町内循環ワゴン（MIYO バス）
の試行運転が始まりました。皆さんが利
用しやすい公共交通になるように考えて
いきます。

＊�平時の防災・減災については引き続き研究
調査を進めます。

＊�藤久保地域拠点施設整備等事業について
は、視察も含め状況把握に努めます。

避難訓練時の写真避難訓練時の写真ヘルメットの写真ヘルメットの写真

リチウムイオン電池は事故防止のため分別を

次の発行は11月１日の予定です。

次の発行は11月１日の予定です。

11月８月５月２月

議会だより発行月
議会だより発行月

三芳町議会だより議会だより197197
2025年 8

月1日発行
2025 年 8

月1日発行

高校入学前、役場の桜と一枚

高校入学前、役場の桜と一枚

落ち葉堆肥農法を学ぶ
落ち葉堆肥農法を学ぶ

撮影者撮影者
藤久保在住　小俣　あずささん

藤久保在住　小俣　あずささん

質疑が集中！
質疑が集中！

藤久保地域拠点施設
藤久保地域拠点施設		 ▶▶		p.2p.2

ズバリ町政を問う（一般質問）

ズバリ町政を問う（一般質問）		 ▶▶		p.8p.8

正副議長就任メッセージ	

正副議長就任メッセージ	 ▶▶	p.18	p.18

ご応募
ありがとう
ございます
ご応募
ありがとう
ございます

－公募写真
－

－公募写真
－
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議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委  

員  

長　
菊　
地　
浩　
二

副
委
員
長　
池　
上　
義　
典

委　
　
員　
吉　
村　
美
津
子

委　
　
員　
光　
下　
重　
之

委　
　
員　
細　
田　
三　
恵

委　
　
員　
桃　
園　
典　
子

委　
　
員　
牛　
丸　
藍　
子

委　
　
員　
増　
田　
磨　
美

い
つ
も
「
三
芳
町
議
会
だ

よ
り
」
を
ご
愛
読
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
夏
は
、
猛
暑
が
続
き
農
作

物
な
ど
に
被
害
を
与
え
、
そ

の
影
響
に
よ
り
野
菜
等
の
価
格
の
高
騰
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
「
み
よ

し
ま
つ
り
」
が
天
候
に
恵
ま
れ
多
く
の
人

で
に
ぎ
わ
い
、
結
び
の
花
火
で
は
、
皆
様

も
感
動
さ
れ
心
に
残
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
私
も
お
囃
子
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
日
が
暮
れ
て
く
る
に
つ
れ

て
、
健
や
か
な
風
が
気
持
ち
よ
く
感
じ
ら

れ
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
て
、
９
月
定
例
会
は
、
8
月
28
日
か

ら
９
月
24
日
ま
で
日
程
通
り
開
催
さ
れ
、

令
和
６
年
度
決
算
が
決
算
特
別
委
員
会
に

て
、
審
査
が
行
わ
れ
全
て
の
会
計
が
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
三
芳
町
議
会
で
は
、
ふ
れ
あ
い

座
談
会
を
11
月
７
日
（
金
）
8
日
（
土
）

に
３
会
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
多
く
の

皆
様
に
会
場
へ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、

ご
意
見
、
ご
要
望
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

な
お
、
三
芳
町
議
会
と
し
ま
し
て
は
、

皆
様
の
期
待
に
お
応
え
し
て
い
く
た
め

に
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
参
り
ま

す
。
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
で
は
、

表
紙
写
真
を
募
集
し
、
親
し
ま
れ
る
議
会

だ
よ
り
、
見
や
す
い
議
会
だ
よ
り
、
ま
た

次
号
を
読
ん
で
み
た
い
議
会
だ
よ
り
の
編

集
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

�

（
副
委
員
長　

池
上
）

編集
後記

※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です

議会の動画を
配信しています。

議会の動画をインターネット動画配信サイト
YouTube 上でご覧になることができます。
本号の記事中にある動画のＱＲコードを読み
込むか、右記QRコードにアクセスしてくだ
さい。 三芳町議会

中継ページ

朗読ボランティア
「けやき」の皆さん
が朗読したものを
三芳町議会ウェブ
サイトで聴くことが
できます。

議会
だより の声次の議会定例会は

開会の予定です
12 月 1 日（月）

お気軽に傍聴へ　　　
　　　お越しください

開 催
みなさんの声を みなさんの声を 聴かせてください聴かせてください

令和 7 年度ふれあい座談会令和 7 年度ふれあい座談会（議会報告会）（議会報告会）

※�各会場ともキッズスペースをご用意してあり
ます

※�本号の議会だよりを説明資料として使用し
ますので、当日ご持参いただきますようお願
いします

※�事前申し込みは不要です
　お気軽にお越しください

竹間沢公民館
午前  9 時 30分 〜

藤久保公民館
午前  9 時 30分 〜

中央公民館
午後  4 時 30分 〜

三芳ウインドオーケストラ
クラリネット・アンサンブル

スキップサンドスキップサンド
による生演奏あります♪

休
憩
時
間
に

11月7日（金） 11月8日（土）� 手話通訳あります
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